"誘拐されたシニスター首相"

＜車：ルタニア公国大使館＞

記者A：首相が来ます！
記者B：チャーリー 急いで写真撮れ
記者A：見てください！首相がいません！
記者C(チャーリー)：俺たちを締め出した！
記者B：普段ならしないのにな
ピーター：ピーターパーカーを締め出すことができたとしても
　　　　　スパイダーマンにはできない
　　　　　これは首相の付き人で間違いない
　　　　　ああ、何か変だ

偽首相：化粧は完璧だ
偽首相：思うだろ？首相さんよ～！
首相：んー！んーっ！んーっ！
偽首相：誰も真理を推測しない
ピーター：あなたの親愛なる隣人スパイダーマンを除いてね？
偽首相：ハーハハハ！杖を上げるというかもなぁー

ガードB：警察はすぐここに駆け付けます首相さん
スパイディ：でもあれは、本物の首相じゃなくて
偽首相：警告するぞ！
　　　　これは国際的な事件を引き起こすだろう
スパイディ：ここに証拠がある
　　　　　　カメラが無いぞ
　　　　　　今は証明できない、キミは偽物だ
　　　　　　戻ってくるよ

ジェイムソン：首相が1,000万ドルのローンを望んでた時は十分に悪かった
              恐らくスパイダーマンを攻撃するために
　　　　　　　2,000万ドルを要求するだろう
ジェイムソン：そのようなローンに対しては、ワシの論文に記録されている。
偽首相：ジェイムソンさん、
　　　　全4,000万人を どのようにして 否定できますか？
ジェイムソン：どちら様で
偽首相：首相に対する大いなる共感と国の理解が必要だ
　　　　　貧弱な我が国ルタニアにはお金がいる
　　　　我々の大義を支持するのであれば
　　　　あなたの名前は
　　　　我が国の全ての人々が
        あなたの素晴らしい努力に感謝し
　　　　感謝の歌を送るだろう
　　　　貴方の名前を聞いたら、子供たちは笑顔になる。

ベティー：はい ジェイムソンさん！
テレフォンJJ：ミス・ブラント、印刷室で号外を仕上げろ！
ベティー：わかりましたジェイムソンさん
ジェイムソン：キミを助けるためなら何でもするよ首相さん
偽首相：号外1枚じゃ足りんでしょう…
ジェイムソン：確かに…
テレフォンJJ：ミス・ブラント、ワシらが印刷室で12枚の号外を出すとしたら
ベティー：あなたの論文ですジェイムソンさん
ジェイムソン：1,000万ドルでは足りないので、
　　　　　　　2,000万ドルもらおう
偽首相：キミが理性的なのは知ってたからね

子供：号外～ ごうが～い！
　　　貧弱なルタニアとの戦いに必要な2,000万ドルのローン！
　　　ごうがーい！
＜記事に書かれた見出し："号外『2,000万ドルのローンをルタニアに』"＞

ピーター：私は邪魔な杖を治す義務がある
          お金を取られる前に、あの詐欺師の皮を剥ぎ取ろう
　　　　　ジェイムソンに全て助けを借りているから、簡単には行かないけど
          スパイダーマンの出番だ 行こう
          この大使館のどこかに 本物の首相がいる
          うわっ、まずい

偽首相：待ってたよスパイダーマン
スパイディ：準備ならできてるよ！
偽首相：バカだなキミは！
　　　　キミはこの杖の力を過小評価している
　　　　ああ、なんてつまらんやつだ
　　　　楽しませてくれんのかぁ
スパイディ：うまくいかないなぁ
偽首相：キミは私を軽蔑している

Bパート

スパイディ：最後の仕上げはカーテン！
スパイディ：捕まえた

ガードA：侵入者だ！
ガードB：殴られたのかもしれない！

ガードA：ドアに、鍵がかかってる！
ガードB：壊すぞ！

スパイディ：もう2度と私を信じないだろう

ジェイムソン：スパイダーマンは2度と邪魔しませんよ首相さん
              敬意を表して私の像を？
              まあ、ああ、ありがとう、ありがとうございます
ベティー：ハトなら 気に入るかも
ジェイムソン：ワシの…像か
　　　　　　　キミはどうだね、ミス・ブラント。
ベティー：花崗岩のように素敵に見えますジェイムソンさん
ジェイムソン：ワシとやってみないか
              ワシの努力を通じて、金は今夜、
　　　　　　　空港からルタニアに向かわれる
              ワシが特別に手配した装甲車を止める事など
　　　　　　　スパイダーマンにはできんことだ

スパイディ：急ごう、あのトラックを止めるんだ

スパイディ：悪いけど運転手さん、間違えないでほしい
            あの詐欺師はその金を詐欺に使おうとしてる

運転手：首相の命令には逆らえない、どけるんだ
運転手：発砲！
運転手：全速前進！
スパイディ：空港に向かう最後の機会だ


<空港>


スパイディ：クモ感覚が反応した
            本物の首相はあの中だ
　　　　　　あの飛行機に乗り込もう

飛行機の乗組員：ドアが詰まってますぅ！
偽首相：閉めますから、進みなさい
スパイディ：悪い事しないで 直飛びの時じゃない？
偽首相：しまったぁ…

運転手：お待ちください、今行きます

スパイディ：これは本物の首相じゃない

運転手：なんであの俳優の チャールズカメオが？

スパイディ：本物の首相はここにいる、
　　　　　　まってて、解放してあげる

ジェイムソン：いかにもスパイダーマンだ
　　　　　　　仮に彼が偽者だとしたら
　　　　　　　ワシは不死化の大理石になっていただろう
ベティー：見てくださいジェイムソンさん
ジェイムソン：うぅー・・・うあー・・・
　　　　　　　あの覆面野郎は威嚇だぁ！

END